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以上の結果より、シッフ塩基結合したレチナールのλmax は、( 1 )窒素原子の正電荷の大きさと





















第 2 篇はイカのロドプシンならびにレチナールのシッフ塩基化合物 (N四 retinylidene-butylamine) 
を材料にして、前同様に TCA 処理と温度の吸収スペクトルに対する効果をしらベた研究で、 TCA 処
理ロドプシンのλmax が 5 0C で長波長移動を示すこと、シッフ塩基化合物でも TCA 濃度が高いほど
また低温である場合に長波長移動がいちじるしいこと、その他溶媒効果についても興味ふかい事実を
明らかにして、第 1 篇にわける考察をさらに発展させている。
著者の研究は視興奮につながるロドプシンの構造変化、とくにレチナールーオプシン結合の実態を
明らかにする上で興味ふかい知見を与えるもので、参考論文もあわせて理学博士の学位論文として十
分に価値あるものと認める。
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